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論文内容の要旨
[研究目的]
顔面は、多くの生体諸器官と同様に概ね左右対称に見えるが、詳細な観察では、器質的疾患のない健常者において
も非対称性が認められることが知られている。顔面非対称は、顎骨の成長発育に関連する遺伝的因子に加え、眼目爵や
口腔およびその周辺の習癖などの機能的因子、そして上下顎の唆合関係による形態的因子に関連すると考えられてい
る。一方、顎顔面部の痔痛、顎関節雑音、あるいは顎運動障害といった症状を有する顎関節症患者の中には、肉眼的
に顔面非対称を認める者も少なくない。このような患者の自然な顔面形態をとらえ、その非対称性を客観的に評価し
て、顎顔面領域に器質的疾患のない健常者と比較することができれば、顔面非対称の発生機序を考察する上で有用で
あると考えられる。さらに、顔面非対称は顎関節症患者の主訴のーっとなることも稀ではなく、その発生機序を明ら
かにすることは顔面非対称の予防ならびに治療法を確立するうえできわめて重要である。
しかし、頭部 X線規格写真や顔面規格写真によって顔面形態をとらえる場合には、被験者の頭位をイヤーロッド等
で規制して撮影が行われることが多く、自然な頭位において顔面に認められる非対称性を評価する方法はいまだ明ら
かにされていない。また、健常者にみられる非対称の部位やその程度、さらに顎関節症患者における非対称の特徴な
ど、顔面の非対称性に関しては不明な点が多い。
そこで本研究は、顎関節症患者における顔面非対称を写真計測により評価することを目的として、まず規制頭位に
おける顔面の骨格および軟組織の非対称'性について調べ、次に自然頭位における顔面写真に適用可能な非対称性の分
析項目を検討した。さらに、この分析項目を用いて健常者および顎関節症患者の自然頭位における顔面非対称の形態
的特徴について比較検討を行った。
[材料と方法]
実験 1 .規制頭位における顔面非対称の写真計測による分析
1. 顔面骨格の非対称性の二次元的分析
被験者には、本学部職員、学生より、顎関節症の症状を認めず、矯正治療および顎顔面に外傷の既往のない健常者
22 名と、当科に来院した顎関節症患者 23 名を選択した。顔面の記録は、被験者の眼耳平面が水平となるようにイヤ
ーロッドにて頭位を保持した規制頭位において、吹頭飯合位にて、正面頭部 X線規格写真を撮影した。撮影後、パー
ソナルコンビュータに取り込み、左右的に設定した計測点から正中線までの距離を計測した。前頭骨眼禽部、上顎歯
槽基底部、下顎枝部、顎角部、および下顎下縁部の各部の非対称性を分析した。分析には、非対称性指数 (AI) を用
- 485-
いた (AI= 100(R -L)/(R + L)で算出)。
2. 顔面軟組織の非対称性の二次元的分析
被験者は、実験 1 -1 と同じ被験者を用いた。顔面の記録は、実験 1 -1 と同じ規制頭位にて、正貌顔面規格写真を撮
影した。実験 1 -1 と同様の計測を行い、外眼角部、頬部、顎角部、下顎下縁部、および下顔面輪郭の各部の非対称性
を分析した。分析は、非対称性指数を算出することによって行った。
3. 健常者の顔面軟組織における非対称性の三次元的分析
被験者には、本学部職員、学生より、顎関節症の症状を認めず、矯正治療および顎顔面に外傷の既往のない健常者
97 名を選択した。顔面の記録は、実験 1 -1 と同じ規制頭位にて、顔面モアレ写真を撮影した。顔面を上顔面、中顔
面、および下顔面に区分し、さらにそれぞれを内側比外側に区分した計 6領域について、同次数のモアレ縞と正中線
によって固まれる面積を計測した。そして、非対称性指数を算出して、顔面の非対称性を三次元的に分析した。
実験 11. 自然頭位における顔面非対称の分析に適用可能な項目の検討
被験者には、本学部職員、学生より、顎関節症の症状を認めず、矯正治療および顎顔面に外傷の既往のない健常者
12 名を選択した。自然な顔面形態をとらえるために、被験者には、岐頭飯合位にて自然頭位の立位姿勢を指示した。
顔面の記録には非接触型三次元デジタイザを用い、正貌および左右側貌の撮影を行った。自然頭位における顔面の傾
きを計測して、その傾きを撮影装置の座標軸に一致するように補正した画像と、傾きの補正前画像との比較を行い、
自然頭位において適用可能な非対称性の分析項目について検討した。
実験m. 自然頭位における顔面非対称の写真計測による分析
被験者には、本学部職員、学生より、顎関節症の症状を認めず、矯正治療および顎顔面に外傷の既往のない健常者
106 名と、当科に来院した顎関節症患者 32 名を選択した。自然頭位の立位姿勢で、岐頭飯合位にて被験者の正貌顔
面写真を撮影した。実験Eで得られた分析項目を用いて、外眼角、鼻すじ、鼻翼、口角、オトガイ、下顎下縁、およ
び下顔面輪郭の各部について非対称性を分析した。さらに、オトガイの偏位方向と非対称性の形態的特徴との関係に
ついて分析した。
[結果と考察1
1.顔面骨格は、健常者と顎関節症患者との聞で非対称性に有意差を認めなかった。顔面軟組織の非対称性指数は、
外眼角 (P= 0.002X 10- 1 ) 、下顎下縁 (P= 0.001) 、および下顔面輪郭 (P= 0.037) の各部において、顎関節症患
者が健常者より有意に大きかった。顔面軟組織の三次元的観察では、下顔面の非対称性指数は、内外側ともに、上顔
面および中顔面より有意に大きかった (P= 0.007x 10-15"'0.004 x 10一 7) 。このことから、顔面軟組織の非対称性の
評価には、下顔面の分析が有効であると考えられた。
2. 自然頭位における顔面の傾きは、計測装置の座標軸に対して、三軸とも 20 以下であった。自然頭位において顔面
非対称の分析に適用可能な項目として、外眼角の傾き、鼻すじの傾き、鼻翼の傾き、口角の傾き、オトガイの偏位、
下顔面の傾き、下顎下縁部の長さ、および下顔面輪郭の長さの 8 項目を抽出した。この項目を使用することで、自然
頭位における顔面写真を用いて、非対称性の評価が可能であることが示された。
3. 自然頭位において、正中線に対する鼻すじの傾き(l九=0.006) 、オトガイの偏位 (P= 0.023) 、および下顔面の
傾き (P= 0.045) と、下顎下縁 (P= 0.009) および下顔面輪郭 (P= 0.028) の非対称性指数は、顎関節症患者が健
常者より有意に大きかった。また、健常者および顎関節症患者はともに、下顔面はオトガイの偏位側に傾き、下顎下
縁および下顔面輪郭の長さはオトガイの偏位側が短くなる傾向を示した。これらから、自然頭位において、顎関節症
患者の顔面非対称は、主に下顔面に現れることが示された。
[結論]
本研究により、顎関節症患者に認められる顔面非対称は、骨格ではなく軟組織の非対称に大きく起因していること、
非対称の形態的な特徴は健常者と同様であるが、その程度は顎関節症患者の下顔面において大きいことが示された。
また、自然頭位における顔面の非対称性を分析する写真計測項目が明らかとなり、この写真計測法は顎関節症患者に
おける顔面非対称の客観的な評価に有用であることが示唆された。
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論文審査の結果の要旨
本研究は、顎関節症患者における顔面非対称を写真計測により評価することを目的として、頭部 X線規格写真、顔
面規格写真、および顔面モアレ写真を用いて顔面の骨格および軟組織の非対称性を調べ、健常者と比較検討した。
その結果、顎関節症患者に認められる顔面非対称は、骨格ではなく軟組織の非対称に大きく起因していること、非
対称の形態的特徴は健常者と同様であるが、その程度は顎関節症患者の下顔面において大きいことが示された。また、
自然頭位において非対称性の分析が可能な写真計測項目が明らかとなり、この計測法は顎関節症患者における顔面非
対称の客観的な評価に有用であることが示唆された。
以上のことから、本研究は顎関節症患者における顔面非対称の発生機序を考察する上で有用な顔面写真計測法を提
示するものであり、博士(歯学)を授与するに値するものと認める。
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